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 本研究は、コーパスを使用した計量的な言語分析において、これまで当然視されてき
た基本概念や基本的な分析法を再考し、文字、単語、文などの言語単位を観察単位と考
えてきたこれまでの分析法に替わって、統計学的にも言語学的にも有効な分析法を体系
的に提案した研究である。 
 統計学の目的は、標本調査で得られた個体の観測値の分布から、母集団のさまざまな
性質を推測することにある。個体は独立していること、観測値は分布することが必要で、
独立も分布もしていない個体から、母集団の性質を有効に推測することはできない。 
これまで多くのコーパス分析において、文字、単語、文などの言語単位が観察単位と
して使用されてきた。しかし、Brownコーパスや BCCWJ（現代日本語書き言葉均衡コ
ーパス）において、実質的に無作為抽出されているのは出版物（の一部の文書）であり、
言語単位ではない。また、文字、単語、文などの言語単位は、文書の中で一定の規則に
従って出現しており、独立していない。さらに、出現頻度を観測値とした場合、観測値
はすべて 1になり分布しない。つまり、これらの言語単位を使用しても有効な統計分析
はできない。一方、文書や学習者は互いに独立しており、その観測値も分布するため、
これらを観察単位とすれば有効な統計分析ができる。 
しかし、文書や学習者を観察単位とした分析は、これまでほとんど行われてこなかっ
た。そこで本研究では、BCCWJ、KYコーパス、I-JAS（多言語母語の日本語学習者横断
コーパス）を使用して、分布図の観察、代表値と分布図を併用した分析、カイ二乗検定、
回帰分析という四つの観点から、具体的な分析の方法を提案した。 
分布図の観察では、文書ごとに「文書の観測値÷文書の語数×基準値」という個別調
整頻度を算出し、その頻度で区分した文書度数折れ線を描いて分布観察を行う方法と、
文書の語数と調査対象の頻度で散布図を描いて分布を観察する方法を提案した。分布図
は、いわばコーパスにおける地図であり、それを利用して特徴的な文書を観察すること
で、調査対象の特徴やデータクリーニングが必要な外れ値を特定していくことができる。 
代表値を使用した分析では、KYコーパスと I-JASを使用して、条件表現の「たら」
の頻度を学習者のレベル別に比較するケーススタディを行い、これまでの頻度比較で使
用されてきた調整頻度は、有効な代表値ではないことを明らかにした。また、外れ値が
多い学習者コーパスでは、代表値単独ではなく、蜂群図と箱ひげ図の合成図を使用した
分布観察の方が、有効な分析ができることを示した。この分析法を使用することで、KY
コーパスの中級上には、全体的に「たら」の使用状況に偏りがあること、I-JAS では、
国内の自然環境学習者が特に「たら」を多用する傾向にあることが明らかになった。 
 カイ二乗検定では、BCCWJ の出版書籍、図書館書籍、白書の固定長・長単位を使用
して格助詞「が」の使用率を比較するケーススタディを行い、文書を観察単位とすれば、
統計学的にも言語学的にも有効なカイ二乗検定が行えることを示した。また、この方法
でカイ二乗検定を行えば、言語単位を観察単位とした分析では評価が難しかったクラメ
ールの連関係数のような効果量も、有効に評価できることを示した。 
 回帰分析では、個体レベルで分析する重要性を示した。これまでの言語単位を使用し
たコーパス分析では、個体の観測値が分布しないため、集団レベルの回帰分析しか行え
なかった。しかし、集団レベルの回帰分析では、生態学的誤謬を犯したり、分割相関を
見過ごして不適切な分析を行う可能性がある。本研究では、BCCWJ 固定長・長単位を
使用した名詞と格助詞「の」の回帰分析を行ってこの危険性を示した。また、文書を観
察単位とすることで、分析のかく乱要因となっている外れ値の除去が容易になり、分析
精度を高められることを明らかにした。名詞比率 45%未満・その他比率 30%未満の文書
に絞り込んだ分析では、名詞比率と助動詞比率には高い相関がある一方、助詞比率には
相関がないこと、文体評定と文書構造タグの情報を利用して外れ値を除去した分析では、
普通名詞とそれに接続する格助詞「の」の相関は、「専門度」「硬度」「くだけ度」「客観
度」「語りかけ性度」などの文体の違いには影響されないことが明らかになった。 
コーパスを使用した計量的な言語分析では、①個体（文書や学習者）を観察単位とし
た分析、②分布図を地図とした分析、③かく乱要因に留意した分析を行えば有効な分析
ができる。この考え方自体は、統計学ではごく基礎的で、何ら目新しいものではない。
本研究の意義は、これまでの多くのコーパス研究がこのような統計学の基本から乖離し
て行われてきた点を指摘し、統計学の基礎に則った、統計学的にも言語学的にも有効な
分析法を体系的に提案したところにある。 
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論  文  名 コーパスの計量的分析法再考 
 本論文は，コーパスを用いた日本語研究や学習者の日本語についての研究を行う際に，具体的にど
のような方法を用いれば統計学的にも言語学的にも有効な分析ができるのかを，基本に立ち返って検
討し，文書や学習者を観察単位として用いる方法を体系的に提案するものである。 
 具体的な分析については，全８章の半分を占める第４章から第７章で，分布観察，頻度比較，カイ
二乗検定，回帰分析の４つの分析法を扱っている。その前提として第２章で先行研究を扱いつつ，代
表性と無作為抽出，あるいは観察単位とされる個体の問題を論じている。第８章では結論として，コ
ーパスをブラックボックス扱いしないことの重要さを述べている。 
日本語のコーパスは，昨今整備が進み，規模はさまざまであるが，広く使われ始めている。国立国
語研究所の「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（BCCWJ）や「多言語母語の日本語学習者横断コー
パス」（I-JAS），学習者の話す能力のレベル判定を行うためのインタビュー（OPI）から日本語学習
者の話しことばを集めた「KY コーパス」などがよく利用されている。しかし，これらのコーパスを
利用した研究の中には，独立性がなく統計的分析を行っても有効な結果が得られない文字，単語，文
などの言語単位を観察単位として使用した研究が多く見られる。本論文は，このような現状の改善を
目指し，これまで当然視されてきた基本概念や基本的な分析法を問い直す。そして，文書や学習者を
観察単位として分析することや，コーパスの成り立ちや特性をよく踏まえてデータを整理すること，
また，分布図を描いてデータクリーニングを適切に行ってから分析することの必要性を説く。それも，
具体的な言語現象を例として取り上げて分析を示しながら，丁寧に論を進めている。 
上記のことは，計量的分析法に通じた向きからは，当然のことを述べているだけと思われるかもし
れないが，本論文は，当該コーパスの設計思想や具体的な成り立ち，その性質などを考慮してデータ
の整理をしていくことの必要性を説く中で，通奏低音のように，代表性のあるコーパスとはどのよう
なものであるかという問いを響かせながら，現行の日本語コーパスで厳密な言語分析ができる範囲が
非常に限られていることを明らかにしている。言い換えれば，無限の広がりを持つ日本語全体から，
母集団を代表するサブセットを取り出すことができるのか，という根源的な問いに向き合う一方で，
言語研究にコーパスを用いる現実的な方法を探っている。 
以上のように，本論文は，日本語および日本語教育学関連のコーパスを用いた研究の現状に一石を
投じ，その質を高める方策を示すとともに，コーパス言語学の今後の方向を考える上でも有益な議論
を展開している。その成果は，これらの分野の研究の発展に大いに寄与するものである。よって，本
論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
